
■英語英⽂学専攻 修⼠課程

①

②

③

科⽬
区分

科⽬名 ① ② ③

M英 修⼠論⽂指導 〇
M英 特 定 の 課 題 に つ い て の 研 究 指 導 〇 〇
M英 英 語 学 演 習 Ａ 〇
M英 英 語 学 演 習 Ｂ 〇
M英 英 語 学 演 習 Ｃ 〇
M英 英 語 学 演 習 Ｄ 〇
M英 英 語 学 演 習 Ｅ 〇
M英 英 語 学 演 習 Ｆ 〇
M英 英 語 学 演 習 Ｇ 〇
M英 英 ⽶ ⽂ 学 演 習 Ａ 〇
M英 英 ⽶ ⽂ 学 演 習 Ｂ 〇
M英 英 ⽶ ⽂ 学 演 習 Ｃ 〇
M英 英 ⽶ ⽂ 学 演 習 Ｄ 〇
M英 英 ⽶ ⽂ 学 演 習 Ｅ 〇
M英 英 ⽶ ⽂ 学 演 習 Ｆ 〇
M英 英 ⽶ ⽂ 学 演 習 Ｇ 〇
M英 英 ⽶ ⽂ 学 演 習 Ｈ 〇
M英 英 ⽶ ⽂ 化 演 習 〇
M英 国 際 社 会 ・ ⽂ 化 演習 Ａ 〇
M英 国 際 社 会 ・ ⽂ 化 演習 Ｂ 〇
M英 オ ム ニ バ ス Ａ 〇
M英 オ ム ニ バ ス Ｂ 〇

英語圏の⽂学・⽂化、英語学・英語教育学、国際社会・⽂化に関する専⾨的な理論や知識、技能を修得し、⾃らの
研究関⼼に応じて必要なデータを収集・分析するための⽅法を⾝につけ、得られた知⾒を発表することができるこ
と。

社会的な要請を理解し、研究の場において、また実践の場において、専⾨的な貢献ができること。

英語圏の⽂学・⽂化、英語学・英語教育学、国際社会・⽂化、さらには隣接する諸領域の研究動向に関⼼を持ち、
新たな学問的あるいは現実的問題に対応できる柔軟な姿勢を持つこと。

修了認定に関する⽅針（ディプロマ・ポリシー）と科⽬の対応〔2022年度以前⼊学者〕


